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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水道水が流入される流入口及び水道水が流出される流出口を有し、流入口と流出口との
間で水道水の水流方向が変化されるケース本体と、
　前記ケース本体内で水道水の水流方向が変化する部分に配設される測定管と、
　前記測定管に固定され、水道水の流速を検出する一対の検出電極と、
　前記一対の検出電極により検出される水道水の流速を示す信号に基づいて水道水の流量
を演算する変換器が内蔵され、前記測定管の下流側に配置される変換器ケースと、
　基部及び複数の足部を有し、基部を前記変換器ケースの底部に固定するとともに各足部
の端部を前記測定管の下流側端部に固定することにより変換器ケースの底部と測定管の下
流側端部との間に間隙を形成しつつ変換器ケースと測定管とを連結するブラケットと、を
備え、
　前記ブラケットの足部は３つあり、この３つの足部は前記測定管の中心軸を中心とする
円周上に均等に配置され、その１つの足部は前記流入口に流入される水道水の水流方向を
表すとともに前記測定管の中心軸を通る線分を想定し、その線分上の前記測定管の中心軸
に対して前記流入口側に配置されていることを特徴とする電磁式水道メータ。
【請求項２】
　前記一対の検出電極は、前記測定管内で水流方向の変化に起因して流速の偏りが発生す
る測定管の内側壁の所定範囲内で対向して配置されることを特徴とする請求項１に記載の
電磁式水道メータ。
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【請求項３】
　前記所定範囲は、前記流入口に流入される水道水の水流方向を表すとともに前記測定管
の中心軸を通る線分を想定し、その線分を中心軸の回りに回転させた際に線分により測定
管の内側壁に描かれる軌跡の範囲で定義され、
　前記軌跡の範囲は、前記線分を中心軸の回りに±１０度以下の範囲で回転させた際に線
分が測定管の内側壁に描く軌跡の範囲に対応することを特徴とする請求項２に記載の電磁
式水道メータ。
【請求項４】
　前記測定管を流れる水道水が当たる前記変換器ケースの底部に設けられ、測定管からの
水道水を変換器ケースの底部の周囲に分散する整流部を備えたことを特徴とする請求項１
乃至請求項３のいずれかに記載の電磁式水道メータ。
【請求項５】
　前記ケース本体の内部に形成され、前記測定管の上流側端部が挿入される挿入孔と、
　前記測定管の上流側端部を保持するとともに前記挿入孔に嵌合され、円環状に形成され
たホルダ部材とを備え、
　前記ホルダ部材の上流側端部には、湾曲部が形成されていることを特徴とする請求項１
乃至請求項４のいずれかに記載の電磁式水道メータ。
【請求項６】
　前記挿入孔の周囲には段差部が形成され、
　前記ホルダ部材の周囲には、前記段差部に係止される鍔部が形成されていることを特徴
とする請求項５に記載の電磁式水道メータ。
【請求項７】
　前記測定管の外周面との間に間隙を保持しつつ測定管を収納する測定管ケースと、
　前記変換器ケースの底部を貫通するとともに前記測定管と測定管ケースとの間隙に配置
され、前記各検出電極と前記変換器ケースに収納される変換器とを電気接続する配線が挿
通される防水パイプとを備え、
　前記防水パイプは、前記変換器ケースの底部と前記測定管の下流側端部との間に形成さ
れた間隙にて、前記流入口に流入される水道水の水流方向を表すとともに前記測定管の中
心軸を通る線分を想定し、その線分上の前記測定管の中心軸に対して前記流入口側に配置
されていることを特徴とする請求項４乃至請求項６のいずれかに記載の電磁式水道メータ
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は水道メータに関し、特に電磁式水道メータに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、羽根車を有し、羽根車の回転に連動して水道メータを通過した水の積算流量
を計数して表示する縦型水道メータが知られている（特許文献１）。
　特許文献１に記載された縦型水道メータでは、メータケースにて水平方向に開口された
流入口から流入された水道水が下側部屋（導入路）に案内されるとともに、下側部屋にて
水道水の水流方向が略垂直方向に変化され、その後水道水は整流器から羽根車を経てメー
タケースの流出口から水道管に流出されるように構成されている。
【０００３】
　かかる水道メータでは、メータケースの上部に配置されるメータユニットにより、羽根
車の回転に連動して水道メータを通過した水の積算流量を計数して表示するものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－３３３６８６公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ここに、特許文献１に記載された羽根車を用いた機械式の水道メータでは、羽根車のよ
うな可動構成物を使用する関係上、羽根車に異物が混入した場合には羽根車が動かなくな
ってしまい、結果的に水道水の流量を計測できなくなる虞がある。また、羽根車を使用す
る水道メータに大流量の水道水が流入されると、同様に羽根車が破損して水道水の流量を
計測できなくなる虞もある。
【０００６】
　このような事情を勘案して、羽根車を使用することなく一対の検出電極を使用して、電
磁的に水道水の流量を積算する、所謂、電磁式水道メータが普及している。かかる電磁式
水道メータでは、メータケース内に内蔵された直管状の測定管の内壁にて対向する位置に
一対の検出電極を配置するとともに電磁石を介して測定管内に磁界を形成しておき、導電
性の水道水が測定管内に形成された磁界を直角に通過する際に発生する起電力を検出電極
を介して検出することにより、水道水の積算流量を検出している。
【０００７】
　ところで、水道メータに使用されるメータケースは比較的堅牢に形成されており、長期
の使用に十分耐えるものであり、前記特許文献１に記載された羽根車を使用する機械的水
道メータのメータケースを電磁式水道メータのメータケースに転用することが検討されて
いる。
【０００８】
　しかしながら、特許文献１に記載れた縦型水道メータに使用されるメータケースでは、
前記したようにメータケースにて水平方向に開口された流入口から流入された水道水が下
側部屋（導入路）に案内されるとともに、下側部屋にて水道水の水流方向が略垂直方向に
変化され、その後水道水は整流器から羽根車を経てメータケースの流出口から水道管に流
出される。
【０００９】
　このように、内部で水道水の水流方向が変化されるメータケースでは、水流方向が変化
することに起因して、流量測定が行われる測定管の内側壁で流速の偏り（偏流）が発生す
る。かかる偏流は、水道水の流入方向に依存して測定管の内側壁で分布する傾向があり、
電磁式水道メータにおいて測定管の内部を流れる水道水の流量を正確に測定するには、測
定管の内側壁で大きな偏流を検出可能な位置に一対の検出電極を配置する必要がある。
【００１０】
　本発明は前記従来の問題点を解消するためになされたものであり、羽根車を使用する縦
型水道メータのケース本体を電磁式水道メータに使用することに基づきケース本体内で水
道水の水流方向が変化する場合においても、測定管の内側壁にて発生する偏流の最大値及
びその周辺値を確実に検出可能な位置に一対の検出電極を配設し、水道水の流量を正確に
検出することができる電磁式水道メータを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記目的を達成するため請求項１に係る電磁式水道メータは、水道水が流入される流入
口及び水道水が流出される流出口を有し、流入口と流出口との間で水道水の水流方向が変
化されるケース本体と、前記ケース本体内で水道水の水流方向が変化する部分に配設され
る測定管と、前記測定管に固定され、水道水の流速を検出する一対の検出電極と、前記一
対の検出電極により検出される水道水の流速を示す信号に基づいて水道水の流量を演算す
る変換器が内蔵され、前記測定管の下流側に配置される変換器ケースと、基部及び複数の
足部を有し、基部を前記変換器ケースの底部に固定するとともに各足部の端部を前記測定
管の下流側端部に固定することにより変換器ケースの底部と測定管の下流側端部との間に
間隙を形成しつつ変換器ケースと測定管とを連結するブラケットと、を備え、前記ブラケ
ットの足部は３つあり、この３つの足部は前記測定管の中心軸を中心とする円周上に均等



(4) JP 6436718 B2 2018.12.12

10

20

30

40

50

に配置され、その１つの足部は前記流入口に流入される水道水の水流方向を表すとともに
前記測定管の中心軸を通る線分を想定し、その線分上の前記測定管の中心軸に対して前記
流入口側に配置されていることを特徴とする。
【００１２】
　請求項２に係る電磁式水道メータは、請求項１の電磁式水道メータにおいて、前記一対
の検出電極は、前記測定管内で水流方向の変化に起因して流速の偏りが発生する測定管の
内側壁の所定範囲内で対向して配置されることを特徴とする。
【００１３】
　請求項３に係る電磁式水道メータは、請求項１又は請求項２の電磁式水道メータにおい
て、前記所定範囲は、前記流入口に流入される水道水の水流方向を表すとともに前記測定
管の中心軸を通る線分を想定し、その線分を中心軸の回りに回転させた際に線分により測
定管の内側壁に描かれる軌跡の範囲で定義され、前記軌跡の範囲は、前記線分を中心軸の
回りに±１０度以下の範囲で回転させた際に線分が測定管の内側壁に描く軌跡の範囲に対
応することを特徴とする。
【００１４】
　請求項４に係る電磁式水道メータは、請求項１乃至請求項３のいずれかの電磁式水道メ
ータにおいて、前記測定管を流れる水道水が当たる前記変換器ケースの底部に設けられ、
測定管からの水道水を変換器ケースの底部の周囲に分散する整流部を備えたことを特徴と
する。
【００１５】
　請求項５に係る電磁式水道メータは、請求項１乃至請求項４のいずれかの電磁式水道メ
ータにおいて、前記ケース本体の内部に形成され、前記測定管の上流側端部が挿入される
挿入孔と、前記測定管の上流側端部を保持するとともに前記挿入孔に嵌合され、円環状に
形成されたホルダ部材とを備え、前記ホルダ部材の上流側端部には、湾曲部が形成されて
いることを特徴とする。
【００１６】
　請求項６係る電磁式水道メータは、請求項５の電磁式水道メータにおいて、前記挿入孔
の周囲には段差部が形成され、前記ホルダ部材の周囲には、前記段差部に係止される鍔部
が形成されていることを特徴とする。
【００１７】
【００１８】
　請求項７に係る電磁式水道メータは、請求項４乃至請求項６のいずれかの電磁式水道メ
ータにおいて、前記測定管の外周面との間に間隙を保持しつつ測定管を収納する測定管ケ
ースと、前記変換器ケースの底部を貫通するとともに前記測定管と測定管ケースとの間隙
に配置され、前記各検出電極と前記変換器ケースに収納される変換器とを電気接続する配
線が挿通される防水パイプとを備え、前記防水パイプは、前記変換器ケースの底部と前記
測定管の下流側端部との間に形成された間隙にて、前記流入口に流入される水道水の水流
方向を表すとともに前記測定管の中心軸を通る線分を想定し、その線分上の前記測定管の
中心軸に対して前記流入口側に配置されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　請求項１に係る電磁式水道メータでは、流入口と流出口との間で水道水の水流方向が変
化されるケース本体内で水道水の水流方向が変化する部分に測定管を配設し、測定管に水
道水の流速を検出する一対の検出電極を固定したので、縦型羽根車式水道メータのケース
本体を電磁式水道メータに転用して水道メータのコストを格段に低減することができる。
【００２０】
　請求項２に係る電磁式水道メータでは、水道水の流速を検出する一対の検出電極を測定
管内で水流方向の変化に起因して流速の偏りが発生する測定管の内側壁の所定範囲内で対
向して配置したので、測定管内で水道水の流速の偏りが発生した場合においても、水道水
の流速のピークを確実に検出することができ、水道水の流量を高い測定精度で測定するこ
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とができる。
【００２１】
　請求項３に係る電磁式水道メータでは、一対の検出電極が配置される測定管の内側壁に
おける所定範囲を、流入口に流入される水道水の水流方向を表すとともに測定管の中心軸
を通る線分を想定し、その線分を中心軸の回りに回転させた際に線分により測定管の内側
壁に描かれる軌跡の範囲で定義し、軌跡の範囲を線分を中心軸の回りに±１０度以下の範
囲で回転させた際に線分が測定管の内側壁に描く軌跡の範囲に対応させたので、各検出電
極の中心部が軌跡の範囲内に存在する限り最適位置から多少ずれた場合でも、水道水の流
速のピークを確実に検出することができ、水道水の流量を高い測定精度で測定することが
できる。このように、測定管内の内側壁における一対の各検出電極の配置位置にフレキシ
ビリティを付与することができるので、各検出電極を測定管の内側壁に容易に配置するこ
とが可能となる。
【００２２】
　請求項４に係る電磁式水道メータでは、一対の検出電極により検出される水道水の流速
を示す信号に基づいて水道水の流量を演算する変換器が内蔵された変換器ケースを測定管
の下流側に配置し、測定管を流れる水道水が当たる変換器ケースの底部に、測定管からの
水道水を変換器ケースの底部の周囲に分散する整流部を備えているので、測定管から流出
した水道水は整流部により変換器ケースの底部の周囲に分散され、水道水の滞留や水流の
乱れ・剥離が抑制される。これにより水流の圧力損失を低減することができる。
【００２３】
　請求項５に係る電磁式水道メータでは、ケース本体の内部に形成され、測定管の上流側
端部が挿入される挿入孔に嵌合され、測定管の上流側端部を保持する円環状に形成された
ホルダ部材を備え、ホルダ部材の上流側端部には湾曲部を形成したので、ケース本体の流
入口から流入した水道水は、ホルダ部材の湾曲部でスムーズに案内され、これにより測定
管の上流側端部で水道水の滞留や水流の乱れ・剥離が抑制されるので水流の圧力損失を低
減することができる。
【００２４】
　請求項６に係る電磁式水道メータでは、本体ケースの内部に形成された挿入孔の周囲に
段差部が形成され、ホルダ部材の周囲には、段差部に係止される鍔部が形成されているの
で、水道水が測定管の上流側端部と挿入孔との間から本体ケース内に漏出してしまうこと
はなく、これにより流入口から流入される水道水を確実に測定管に流して正確に水量を測
定することが可能となる。
【００２５】
　請求項１に係る電磁式水道メータでは、基部を変換器ケースの底部に固定するとともに
各足部の端部を測定管の下流側端部に固定することにより変換器ケースの底部と測定管の
下流側端部との間に間隙を形成しつつ変換器ケースと測定管とを連結するブラケットを備
え、ブラケットの足部は、測定管から流出される水道水の水流抵抗を低減する位置に配置
されているので、ブラケットの足部が測定管から流出される水道水の水流抵抗となること
はなく、これにより水流抵抗を低減して水流の圧力損失を低減することができる。
【００２６】
　請求項７に係る電磁式水道メータでは、測定管の外周面との間に間隙を保持しつつ測定
管を収納する測定管ケースと、変換器ケースの底部を貫通するとともに測定管と測定管ケ
ースとの間隙に配置されて各検出電極と変換器ケースに収納される変換器とを電気接続す
る配線が挿通される防水パイプとを備え、防水パイプは、変換器ケースの底部と測定管の
下流側端部との間に形成された間隙にて、測定管から流出される水道水の水流抵抗を低減
する位置に配置されているので、防水パイプが測定管から流出される水道水の水流抵抗と
なることはなく、これにより水流抵抗を低減して水流の圧力損失を低減することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００２７】



(6) JP 6436718 B2 2018.12.12

10

20

30

40

50

【図１】本実施形態に係る電磁式水道メータの斜視図である。
【図２】電磁式水道メータの模式断面図である。
【図３】図２におけるＡ－Ａ断面図である。
【図４】電磁式水道メータの分解斜視図である。
【図５】測定管に下防水パイプを溶接接合するとともに測定管ケースを溶接接合した状態
を示す説明図である。
【図６】変換器ケースに上防水パイプ及び変換器リングを溶接接合した状態を示す説明図
である。
【図７】接続ブラケットの基部に変換器ケースを溶接接合するとともに接続ブラケットの
足部を測定管ケースに溶接接合した状態を示す説明図である。
【図８】下ケースのフランジにパッキンを配置した状態を示す説明図である。
【図９】変換器ケースと測定管ケースとを溶接接合したものを下ケース内に挿嵌した状態
を示す説明図である。
【図１０】下ケースのフランジに上ケースを組み付けた状態を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明に係る電磁式水道メータについて、本発明を具体化した実施形態に基づき
図面を参照しつつ説明する。先ず、本実施形態に係る電磁式水道メータ１の基本構成につ
いて図１乃至図４に基づき説明する。
　電磁式水道メータ１は縦型の下ケース１０を有し、かかる下ケース１０内には後述する
メータ本体２０が挿嵌されている。下ケース１０の上部にはフランジ１０Ａが形成されて
おり、フランジ１０Ａには上ケース１１が接合されてボルト１１Ａを介して締結されてい
る。上ケース１１の中央部には円形孔１１Ｂが形成されており、かかる円形孔１１Ｂから
はメータ本体２０の一部を構成する変換部４０の変換器４０Ａ（図２参照）の上部に設け
られた表示盤４２が露出されている。かかる表示盤４２には水道水の積算流量などが表示
される。
【００２９】
　下ケース１０は、所謂、縦型羽根車式水道メータで汎用されているケースを本実施形態
の電磁式水道メータ１のケースとして転用したものであり、この結果、下ケース１０内で
は、図２にて矢印で示すように、水道水の水流方向が変化される。かかる事情下、下ケー
ス１０の転用を行うに際して、測定方式の相違を勘案して、以下に説明するように電磁式
水道メータ１に転用できるように工夫を行っている。
【００３０】
　電磁式水道メータ１は水道管に配設され、下ケース１０は、図２に示すように、水道管
から水道水を下ケース１０内に流入する流入口１２及び下ケース１０から水道水を水道管
に流出する流出口１３が設けられている。下ケース１０の上部には、円形の開口部１４が
設けられており、かかる開口部１４の外周には、水平方向に延出されたフランジ１０Ａが
形成されている。
【００３１】
　また、下ケース１０は大別して２つの部屋に分割されており、流入口１２に連通して下
側に配置される下側部屋１５及び下側部屋１５から上側に連通されて下側部屋１５からの
水道水が送られる上側部屋１６が形成されている。下側部屋１５と上側部屋１６とは、円
形の挿入孔１７を介して上下方向で連通している。かかる挿入孔１７には、後述する測定
管３１及び測定管ケース３２の上流側端部３１Ｄ、３２Ａ（図２中下側端部）が挿入され
るとともに、測定管３１及び測定管ケース３２の上流側端部３１Ｄ、３２Ａを保持するボ
トムホルダ５４が嵌合される。挿入孔１７の上側には、段差部１７Ａが形成されている。
【００３２】
　ボトムホルダ５４は円筒状の本体部と、円形状の孔が開口された底面部５４Ａと、本体
部の周囲から水平方向に延伸した鍔部５４Ｂとを有する。鍔部５４Ｂは、棚漏れ防止用パ
ッキン５５を挟んで挿入孔１７の段差部１７Ａに係止される。また、ボトムホルダ５４の
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上流側端部（図２中下側端部）に対応する底面部５４Ａには湾曲面が形成されている。更
に、測定管３１の下側水平部３１Ｂは、間に測定管パッキン５６を挟んでボトムホルダ５
４の底面部５４Ａに配置される。
【００３３】
　メータ本体２０は、基本的に測定部３０及び変換部４０から構成されており、測定部３
０と変換部４０とは、接続ブラケット５３を介して相互に連結されている。
【００３４】
　測定部３０は、下ケース１０内で水道水の水流方向が変化する部分に配設される測定管
３１、測定管３１の外周面との間に間隙Ｓを保持しつつ測定管３１を収納する測定管ケー
ス３２、測定管３１の内側壁にて対向する位置に配置され測定管３１を通過する水道水の
流速を検出する一対の検出電極３３、３３、間隙Ｓに配置される一対の電磁コイル３４を
備えている。
【００３５】
　測定管ケース３２は円筒状に形成され、測定管ケース３２より小径の円筒部３１Ａを有
する。また、測定管３１の上端部および下端部は円筒部３１Ａより外側水平方向に折り曲
げられた水平部３１Ｂを有する。また、水平部３１Ｂの端部は測定管ケース３２と接合さ
れる。
【００３６】
　図３に示すように、一対の検出電極３３は、その接続部３３Ａが測定管３１の円筒部３
１Ａを貫通し、また、その検出部３３Ｂが測定管３１の内側壁から露出するように配置さ
れる。
【００３７】
　ここで、図３に示すように、一対の検出電極３３を測定管３１の内側壁に配置可能な範
囲につき考察すると、かかる範囲は、下ケース１０の流入口１２から下ケース１０内に流
入される水道水の水流方向を表すとともに測定管３１の中心軸３１Ｃを通る線分Ｌを想定
し、その線分Ｌを中心軸３１Ｃの回りに回転させた際に線分Ｌにより測定管３１の内側壁
に描かれる軌跡の範囲で定義することができる。具体的に、かかる軌跡の範囲は、線分Ｌ
を中心軸３１Ｃの回りに線分Ｌを基準に±１０度以下の範囲で回転させた際に線分Ｌが測
定管３１の内側壁に描く軌跡の範囲に対応している。この軌跡の範囲は、各検出電極３３
における検出部３３Ｂの検出中心が移動できる範囲である。
【００３８】
　一対の検出電極３３は、測定管３１の中心軸３１Ｃを挟んで対向し、検出電極３３にお
ける検出部３３Ｂの中心が線分Ｌを通るように、測定管３１の内側壁に配設される。また
、一対の電磁コイル３４は、測定管３１の中心軸３１Ｃを挟んで対向し、電磁コイル３４
の中心が線分Ｌと直交する線分Ｍ上に配設される。
【００３９】
　更に、図２に戻って説明を続ける。測定管３１の水平部３１Ｂを貫通するように下防水
パイプ３５が配設され、かかる下防水パイプ３５は円筒状の形状を有して上部が大径とな
るように階段状に形成されている。下防水パイプ３５には、後述する上防水パイプ４４が
大径の円筒部に挿入される。
【００４０】
　変換部４０は、基本的に測定管３１の上部に配置される変換器ケース４１及び変換器ケ
ース４１に収納される変換器４０Ａから構成される。変換器ケース４１は円筒状の胴部４
１Ｂと底部４１Ｃを有し、底部４１Ｃには、略円錐状に下方に突出した整流部４１Ａを有
する。変換器ケース４１は、測定管３１の下流側（図２中上側）に配置される。変換器４
０Ａは、一対の検出電極３３により検出される水道水の流速を示す信号、具体的には、一
対の検出電極３３間に発生した電位差に基づいて測定管３１を通過する水道水の流量を演
算し、その演算された水道水の流量を表示盤４２表示する。また、変換器４０Ａは、前記
測定演算を行う際に電磁コイル３４を通電し励磁させる。
【００４１】
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　変換器ケース４１の高さ方向の略中央部にて、変換器ケース４１の外周には変換器リン
グ４３が固設されており、変換器ケース４１は、変換器リング４３と下ケース１０のフラ
ンジ１０Ａとの間に上ケースパッキン５１を介在させた状態で、上ケース１１に対して締
結固定される。
【００４２】
　変換器ケース４１の底部４１Ｃには、上防水パイプ４４が底部４１Ｃを貫通するように
固着されている。かかる上防水パイプ４４の下端部は、変換器ケース４１の底部４１Ｃか
ら下方に突出されているとともに、その外周にＯリング５２が介装されている。そして、
上防水パイプ４４は、前記した下防水パイプ　３５に挿入接合される。
【００４３】
　前記のように下防水パイプ３５と上防水パイプ４４とから構成される防水パイプには、
前記した検出電極３３及び電磁コイル３４と変換器４０Ａとを接続するリード線（不図示
）が挿通される。
【００４４】
　ここに、下防水パイプ３５と上防水パイプ４４とから構成される防水パイプは、変換器
ケース４１の底部４１Ｃと測定管３１の下流側端部（図２中上側端部）との間に形成され
た間隙にて、測定管３１から流出される水道水の水流抵抗を低減する位置、具体的には、
図３に示すように、測定管３１の中心軸３１Ｃに対して流入口１２側（図２において測定
管３１及び変換器ケース４１の右側）に配置されている。
【００４５】
　次に、測定管３１と変換器ケース４１との接続構造について説明する。測定管３１と変
換器ケース４１とは、接続ブラケット５３を介して相互に連結固定されている。接続ブラ
ケット５３は、図４に示すように、基部５３Ａ及び複数個（３個）の足部５３Ｂを有して
いる。基部５３Ａは、変換器ケース４１の底部４１Ｃに固定される。各足部５３Ｂの下端
部は、測定管３１と測定管ケース３２の下流側端部（図２中上側端部）に固定される。こ
れにより、変換器ケース４１と測定管３１は、変換器ケース４１の底部４１Ｃと測定管３
１、測定管ケース３２の上端部との間に間隙を形成しつつ固定連結される。
　尚、接続ブラケット５３の足部５３Ｂは、基部５３Ａの下面で１２０度間隔で形成され
ており、１つの足部５３Ｂは、図３における線分Ｌ上で流入口１２側（図２、図３中右側
）の位置にて測定管ケース３２の上端部に固着され、また、残りの２つの足部５３Ｂは、
それぞれ１２０度間隔で測定管ケース３２の上端部に固着されている。これにより、接続
ブラケット５３の各足部５３Ｂは、測定管３１から流出される水道水の水流抵抗を低減す
る位置に配置されることとなる。
【００４６】
　続いて、前記のように構成された電磁式水道メータ１により、水道水の流量を計測する
計測方法について説明する。
　水道水の流量を計測するには、変換器４０Ａにより電磁コイル３４が励磁される。これ
により測定管３１内に磁界が発生される。測定管３１内を導電性の水道水が通過すると、
一対の検出電極３３間に水道水の流速に応じた電位差が発生する。発生した電位差は、下
防水パイプ３５及び上防水パイプ４４に挿通されたリード線（不図示）を介して変換器４
０Ａへ伝達される。そして、変換器４０Ａにおいて、電位差に基づき流量が算出される。
算出された流量は表示盤４２に表示される。
【００４７】
　このとき、水道管から流入口１２を通って下ケース１０内に流れ込んだ水道水は、下側
部屋１５にて流れの向きが略垂直上方に変わり、測定管３１を通過して上側部屋１６に移
動し、上側部屋１６から流出口１３に向かう。下側部屋１５で流れの向きが変わるため、
測定管３１において、流速の偏りである、所謂偏流が発生する。具体的には、測定管３１
の水平断面において、流入口１２側で流速は遅く、流出口１３側で流速は速くなる。つま
り、流速のピークとなる位置が測定管３１の中心軸３１Ｃからずれ、線分Ｌ上で高速から
低速までの流速が分布する。従って、成分Ｌ上に一対の検出電極３３を対向配置すれば、
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低速から高速までの流域を網羅して測定することができる。
　これに対し、例えば、一対の検出電極３３を線分Ｌと直交する線分Ｍ上に配置した場合
には、高速および低速の流速を測定することができなくなり、この場合、広い流速分布に
対し、中間の流速のみを測定することになる。この結果、測定精度が低下するおそれがあ
る。
　前記したように、線分Ｌ上に一対の検出電極３３を対向配置すれば、流速のピークを含
み、高速および低速の流速を含む分布の全範囲を測定することができるため、正確な測定
を行うことができる。
　尚、前記したように、検出電極３３を配置する位置は、線分Ｌ上に限定されることはな
く、図３に示すように、線分Ｌを基準として中心軸３１Ｃの回りに±１０度の回転範囲内
であれば良い。かかる範囲内であれば、流速のピークを含んで正確に流速の測定を行うこ
とができる。このように、水道水の流速を正確に測定する上で、各検出電極３３を測定管
３１の内側壁に配置するについて、線分Ｌを基準に±１０度の回転範囲内で配置すること
が可能であることから、各検出電極３３を測定管３１の内側壁に容易に配置することがで
きる。
【００４８】
　次に、水道メータ１の組み立て方法について図４乃至図１０を用いて説明する。図４は
水道メータ１の分解斜視図である。図５乃至図１０は組み立て手順を説明する図である。
【００４９】
　先ず、測定管３１に下防水パイプ３５を溶接接合し、測定管３１に検出電極３３及び電
磁コイル３４を組み付ける。次に、測定管３１に測定管ケース３２を溶接接合する（図５
参照）。続いて変換器ケース４１に上防水パイプ４４及び変換器リング４３を溶接接合す
る（図６参照）。
【００５０】
　次に接続ブラケット５３の基部５３Ａに変換器ケース４１を載せ、また、上防水パイプ
４４にＯリング５２を嵌めて下防水パイプ３５に挿入する。そして、変換器ケース４１と
接続ブラケット５３の基部５３Ａとを溶接接合するとともに、測定管ケース３２と接続ブ
ラケット５３の足部５３Ｂを溶接接合する（図７参照）。このとき、上防水パイプ４４及
び下防水パイプ３５並びに接続ブラケット５３の１本の足部５３Ｂとが、線分Ｌ上に配置
されるように、溶接接合される。
【００５１】
　次に、下ケース１０の挿入孔１７に設けられた段差部１７Ａに棚漏れ防止用パッキン５
５を設置し、更にボトムホルダ５４を挿入する。また、上ケース１１のフランジ１０Ａに
上ケースパッキン５１を設置する（図８参照）。次に測定管３１の底部に測定管パッキン
５６を組み付け、変換器ケース４１、接続ブラケット５３と共に測定管３１を下ケース１
０に挿入配置する（図９参照）。次に、上ケース１１を組み付けるべく、下ケース１０の
フランジ１０Ａ、上ケースパッキン５１、上ケース１１の順に重ねられ、下ケース１０の
フランジ１０Ａに開口されたボルト孔、上ケース１１及び上ケースパッキン５１に開口さ
れたボルト孔にボルト１１Ａを挿入し、締結する（図１０参照）。その後、変換器４０Ａ
が組み付けられる。
【００５２】
　以上説明したように、本実施形態に係る電磁式水道メータ１によれば、流入口１２と流
出口１３との間で水道水の水流方向が変化される下ケース１０本体内で水道水の水流方向
が変化する部分に測定管３１を配設し、測定管３１に水道水の流速を検出する一対の検出
電極３３を固定したので、ケース内で水流の方向が変化する縦型羽根車式水道メータのケ
ースを電磁式水道メータに転用して水道メータのコストを格段に低減することができる。
【００５３】
　また、流入口１２と流出口１３との間で水道水の水流方向が変化される下ケース１０本
体内で水道水の水流方向が変化する部分に測定管３１を配設し、水道水の流速を検出する
一対の検出電極３３を測定管３１内で水流方向の変化に起因して流速の偏りが発生する測
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定管３１の内側壁の所定範囲内で対向して配置したので、測定管３１内で水道水の流速の
偏り（偏流）が発生した場合においても、水道水の流速のピークを確実に検出することが
でき、水道水の流量を高い測定精度で測定することができる。
【００５４】
　また、一対の検出電極３３が配置される測定管３１の内側壁における所定範囲を、流入
口１２に流入される水道水の水流方向を表すとともに測定管３１の中心軸３１Ｃを通る線
分Ｌを想定し、その線分Ｌを中心軸３１Ｃの回りに回転させた際に線分Ｌにより測定管３
１の内側壁に描かれる軌跡の範囲で定義し、軌跡の範囲を線分Ｌを中心軸３１Ｃの回りに
±１０度以下の範囲で回転させた際に線分Ｌが測定管３１の内側壁に描く軌跡の範囲に対
応させたので、各検出電極３３における検出部３３Ｂの中心部が軌跡の範囲内に存在する
限り最適位置から多少ずれた場合でも、水道水の流速のピークを確実に検出することがで
き、水道水の流量を高い測定精度で測定することができる。このように、測定管３１内の
内側壁における一対の各検出電極３３の配置位置にフレキシビリティを付与することがで
きるので、各検出電極３３を測定管３１の内側壁に容易に配置することが可能となる。
【００５５】
　また、一対の検出電極３３により検出される水道水の流速を示す信号に基づいて水道水
の流量を演算する変換器４０Ａが内蔵された変換器ケース４１を測定管３１の下流側に配
置し、測定管３１を流れる水道水が当たる変換器ケース４１の底部４１Ｃに、測定管３１
からの水道水を変換器ケース４１の底部４１Ｃの周囲に分散する整流部４１Ａを備えてい
るので、測定管３１から流出した水道水は整流部４１Ａにより変換器ケース４１の底部の
周囲に分散され、水道水の滞留や水流の乱れ・剥離が抑制される。これにより水流の圧力
損失を低減することができる。
【００５６】
　また、下ケース１０の内部に形成されて測定管３１の上流側端部が挿入される挿入孔１
７に嵌合されるとともに、測定管３１の上流側端部を保持する円環状に形成されたボトム
ホルダ５４を備え、ボトムホルダ５４の上流側端部（下端部）である底面部５４Ａを湾曲
面に形成したので、下ケース１０の流入口１２から流入した水道水は、ボトムホルダ５４
の湾曲底部５４Ａでスムーズに案内され、これにより測定管３１の上流側端部で水道水の
滞留や水流の乱れ・剥離が抑制されるので水流の圧力損失を低減することができる。
【００５７】
　また、下ケース１０の内部に形成された挿入孔１７の周囲に段差部１７Ａが形成され、
ボトムホルダ５４の周囲には、段差部１７Ａに係止される鍔部５４Ｂが形成されているの
で、水道水が測定管３１の上流側端部と挿入孔１７との間から下ケース１０内に漏出して
しまうことはなく、これにより流入口１２から流入される水道水を確実に測定管３１に流
して正確に水量を測定することが可能となる。
【００５８】
　また、基部５３Ａを変換器ケース４１の底部４１Ｃに固定するとともに各足部５３Ｂの
端部を測定管ケース３２の下流側端部に固定することにより変換器ケース４１の底部４１
Ｃと測定管３１の下流側端部との間に間隙を形成しつつ変換器ケース４１と測定管３１と
を連結する接続ブラケット５３を備え、接続ブラケット５３の足部５３Ｂは、測定管３１
から流出される水道水の水流抵抗を低減する位置に配置されているので、接続ブラケット
５３の足部５３Ｂが測定管３１から流出される水道水の水流抵抗となることはなく、これ
により水流抵抗を低減して水流の圧力損失を低減することができる。
【００５９】
　また、測定管３１の外周面との間に間隙を保持しつつ測定管３１を収納する測定管ケー
ス３２と、変換器ケース４１の底部４１Ｃを貫通するとともに測定管３１と測定管ケース
３２との間隙に配置されて各検出電極３３と変換器ケース４１に収納される変換器４０Ａ
とを電気接続するリード線が挿通される下防水パイプ３５及び上防水パイプ４４とを備え
、下防水パイプ３５及び上防水パイプ４４は、変換器ケース４１の底部４１Ｃと測定管３
１の下流側端部との間に形成された間隙にて、測定管３１から流出される水道水の水流抵
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抗を低減する位置に配置されているので、下防水パイプ３５及び上防水パイプ４４が測定
管３１から流出される水道水の水流抵抗となることはなく、これにより水流抵抗を低減し
て水流の圧力損失を低減することができる。
【００６０】
　尚、前記実施形態は本発明を限定するものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲内
で種々の改良、変形が可能であることは勿論である。
【符号の説明】
【００６１】
１　　　電磁式水道メータ
１０　　下ケース
１１　　上ケース
１２　　流入口
１３　　流出口
１５　　下側部屋
１６　　上側部屋
１７　　挿入孔
２０　　メータ本体
３０　　測定部
３１　　測定管
３１Ｃ　中心軸
３２　　測定管ケース
３３　　検出電極
３４　　電磁コイル
３５　　下防水パイプ
４０　　変換部
４０Ａ　変換器
４１　　変換器ケース
４１Ａ　整流部
４４　　上防水パイプ
５３　　接続ブラケット
５４　　ボトムホルダ
 



(12) JP 6436718 B2 2018.12.12

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(13) JP 6436718 B2 2018.12.12

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】 【図１０】



(14) JP 6436718 B2 2018.12.12

10

フロントページの続き

(72)発明者  河合　雄大
            愛知県名古屋市熱田区千年１丁目２番７０号　愛知時計電機株式会社内

    審査官  山下　雅人

(56)参考文献  特開２００５－３０８４３５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－１１５５８３（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許第０５６４６３５３（ＵＳ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０１Ｆ　　　１／５８　－　１／６０
              Ｇ０１Ｆ　　　１／０７　－　１／１２　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

